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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着式体温モニタリング装置の製造方法であって、中空ケースを提供する工程と、回路
板を提供する工程と、を含み、
　前記中空ケースがセンサー面と外表面を備え、該センサー面と該外表面が相対する２つ
の側面であり、そのうち、該センサー面に開孔が設けられ、
　前記回路板が該中空ケースに収容され、該回路板が該センサー面に相対する第１側面と
、該外表面に相対する第２側面を備え、かつ該回路板に非接触式温度センサーと、無線伝
送モジュールと、プロセッサユニットと、電池が配置され、そのうち、該非接触式温度セ
ンサーが該第１側面に位置し、かつ該開孔に位置合わせされたことを特徴とする、装着式
体温モニタリング装置の製造方法。
【請求項２】
　集波器を提供する工程を含み、該非接触式温度センサーに該集波器が被せられ、該セン
サー面の開孔に位置合わせされたことを特徴とする、請求項１に記載の装着式体温モニタ
リング装置の製造方法。
【請求項３】
　前記非接触式温度センサーが赤外線温度センサーであることを特徴とする、請求項２に
記載の装着式体温モニタリング装置の製造方法。
【請求項４】
　前記集波器の色が黒であることを特徴とする、請求項２に記載の装着式体温モニタリン
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グ装置の製造方法。
【請求項５】
　さらにクリップを提供する工程を含み、前記クリップが該中空ケースのセンサー面に配
置され、該クリップが該センサー面の開孔を被測定体に向けて保持できることを特徴とす
る、請求項１に記載の装着式体温モニタリング装置の製造方法。
【請求項６】
　さらにインジケータランプと、電源スイッチを提供する工程を含み、該インジケータラ
ンプが該第２側面に位置し、該中空ケースの外表面に設置され、該電源スイッチが該中空
ケースのセンサー面または外表面に設置されたことを特徴とする、請求項１に記載の装着
式体温モニタリング装置の製造方法。
【請求項７】
　前記プロセッサユニットが該非接触式温度センサーの検出信号を受信して、計算により
温度検出値を取得し、かつ該インジケータランプを制御して異なる色で該温度検出値の変
化を表示させることを特徴とする、請求項６に記載の装着式体温モニタリング装置の製造
方法。
【請求項８】
　前記プロセッサユニットが該非接触式温度センサーの検出信号を受信して、計算により
温度検出値を取得し、かつ該無線伝送モジュールを制御して該温度検出値をモバイル通信
装置に伝送させることを特徴とする、請求項１に記載の装着式体温モニタリング装置の製
造方法。
【請求項９】
　前記プロセッサユニットが、一定の時間差ごとに該温度検出値を計算し直して取得する
ことを特徴とする、請求項８に記載の装着式体温モニタリング装置の製造方法。
【請求項１０】
　前記プロセッサユニットが該無線伝送モジュールを介して該モバイル通信装置による該
時間差の設定を受信することを特徴とする、請求項９に記載の装着式体温モニタリング装
置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は体温モニタリング装置と方法に関し、特に、本発明は非接触式かつ装着式の体
温モニタリング装置と方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子体温計は人体の体温を素早く正確に測定できるため、すでに旧来の水銀温度計に取
って代わり一般家庭で使用されている。先行技術によれば、電子体温計には接触式測定と
非接触式測定がある。非接触式電子体温計はハンドヘルド式額体温測定装置である。ハン
ドヘルド式額体温測定装置は額から少し離れた距離で温度を測定できる。しかしながら、
ハンドヘルド式額体温測定装置は使用者がボタンを一回操作すると一回温度測定を行うも
ので、乳幼児の体温が高すぎないか継続的にモニタリングする場合、額体温測定装置はハ
ンドヘルド式の操作で一回のみの体温測定であるため、乳幼児の体温の継続的モニタリン
グには適していない。
【０００３】
　一方、接触式電子体温計は乳幼児の体温の継続的モニタリングに適したものがある。該
接触式電子体温計のセンサーは皮膚に直接接触しているか、直接皮膚表面上に貼付する必
要があるため、接触式電子体温計を使用して乳幼児の体温が高すぎないかをモニタリング
するときは、乳幼児の衣服を開いて接触式体温計のセンサーを乳幼児の体の皮膚上に貼付
する必要があるが、接触式体温計による測定過程では乳幼児が寒さに晒されやすい。
【０００４】
　このため、本発明は非接触式かつ装着式の体温モニタリング装置と方法を提供し、乳幼
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児の体温の継続的モニタリングに操作と使用上の利便性を提供すると同時に、乳幼児のケ
アをより万全にすることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、非接触式体温測定と装着式の利便性を兼ね備えた、体温モニタリング
装置とその方法を提供することにある。
【０００６】
　本発明の別の目的は、集波器を赤外線温度センサーと組み合わせて使用し、継続的な体
温モニタリングを行う、装着式体温モニタリング装置と方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の上述の目的を実現するため、本発明の装着式体温モニタリング装置は、中空ケ
ースと、回路板を含み、前記中空ケースがセンサー面と外表面を備え、該センサー面と該
外表面は相対する二側面であり、そのうち、該センサー面に開孔が設けられ、前記回路板
が該中空ケースに収容され、該回路板が該センサー面に相対する第１側面と、該外表面に
相対する第２側面を備え、かつ該回路板に非接触式温度センサーと、無線伝送モジュール
と、プロセッサユニットと、電池が配置され、そのうち、該非接触式温度センサーが該第
１側面に位置し、かつ該センサー面の開孔に位置合わせされる。
【０００８】
　本発明の装着式体温モニタリング装置はさらに、ラッパ状の開口を備えた集波器を含み
、該集波器が赤外線温度センサーを覆い、該センサー面の開孔に位置合わせされる。
【０００９】
　本発明の装着式体温モニタリング装置はさらに、インジケータランプを含み、かつ該イ
ンジケータランプが該第２側面に配置され、該中空ケースの外表面に設置される。
【００１０】
　本発明の上述の目的を実現するため、本発明の装着式体温モニタリング方法は、センサ
ー面と外表面を備え、該センサー面と該外表面は相対する二側面であり、そのうち、該セ
ンサー面に開孔が設けられた中空ケースを提供する工程と、該中空ケースに収容され、該
センサー面に相対する第１側面と、該外表面に相対する第２側面を備えた回路板を提供し
、かつ該回路板に非接触式温度センサーと、無線伝送モジュールと、プロセッサユニット
と、電池が配置され、そのうち、該非接触式温度センサーが該第１側面に位置し、かつ該
開孔に位置合わせされる工程と、を含む。
【００１１】
　本発明の装着式体温モニタリング方法はさらに、ラッパ状の開口を備えた集波器を提供
し、該集波器が赤外線温度センサーを覆い、該センサー面の開孔に位置合わせされる工程
を含む。
【００１２】
　本発明の方法はさらに、インジケータランプを提供し、かつ該インジケータランプが該
第２側面に配置され、該中空ケースの外表面に設置される工程を含む。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に基づき実施される装着式体温モニタリング装置と方法は、乳幼児の体温の継続
的なモニタリングにおいて、温度センサーを乳幼児の体の皮膚上に貼付する必要がなく、
操作と使用の利便性がもたらされる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の装着式体温モニタリング装置の断面図である。
【図２】本発明の装着式体温モニタリング装置の電気的接続を示すブロック図である。
【図３】本発明で使用する集波器の立体図である。
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【図４】本発明のクリップを備えた装着式体温モニタリング装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まず図１の本発明の装着式体温モニタリング装置の断面図を参照する。本発明の一実施
例において、装着式体温モニタリング装置は、中空ケース１と、回路板２０を含む。該中
空ケース１は好ましくは扁平な楕円状を呈し、一側にセンサー面３、相対する他側に外表
面４が形成される。該センサー面３には開孔２が設けられ、そのうち、該センサー面３は
平面設計に限らず、ケース１の楕円設計は装置の全体的美観効果を高めることができるが
、或いはセンサー面３を若干凹んだ弧度を有する設計とすることで、ケース１の外観形状
を胸元の湾曲した面への配置により適合させ、使用者の快適性を高める効果を達すること
ができる。該ケース１の設計は、センサー面３と外表面４の間の外囲部分に使用し、本発
明の装置を手に取ったとき、及び使用時の快適性を高めてもよい。ソフトカバー６はセン
サー面３まで延伸し、センサー面３が皮膚に接触したときの快適性を高めてもよいが、装
置の体温モニタリング機能に影響することがないよう、該ソフトカバー６は該センサー面
３の開孔２を避ける必要がある。
【００１６】
　本発明のこの一実施例において、該回路板２０は該中空ケース１の内部に収容され、か
つ該センサー面３に相対する第１側面２１と、該外表面４に相対する第２側面２２を備え
ている。該回路板２０の２つの側面２１、２２に、非接触式温度センサー１３と、無線伝
送モジュール１１と、プロセッサユニット１２と、インジケータランプ１４と、電源スイ
ッチ１５と、電池１６が設置される。そのうち、非接触式温度センサー１３は好ましくは
該回路板２０の第１側面２１に設置され、かつ該センサー面３に設けられた開孔２に位置
合わせされる。非接触式温度センサー１３は好ましくは赤外線温度センサーであり、該赤
外線温度センサーは集波器１７に被覆された後、該センサー面３に設けられた開孔２に位
置合わせされる。無線伝送モジュール１１、インジケータランプ１４は好ましくは該回路
板２０の第２側面２２に設置され、該インジケータランプ１４が反映する体温モニタリン
グの色の変化をケース１の外表面４から容易に観察できる。電源スイッチ１５は該回路板
２０の第１側面２１または第２側面２２に設置され、ケース１のセンサー面３または外表
面４から容易に押圧操作ができる。本発明の異なる実施例において、電源スイッチ１５と
インジケータランプ１４は１つのインジケータランプを備えたスイッチ部材に組み合わせ
てもよく、該スイッチ部材は本発明の装着式体温モニタリング装置の電源スイッチと、体
温モニタリング結果をランプ色の変化で反映する機能兼ね備えている。使用者は本発明の
装着式体温モニタリング装置を使用するとき、電源を入れた後、装置を上衣の胸の前ポケ
ットに入れるか、またはネックレスで胸元に掛け、ケース１のセンサー面３を被測定体に
向けると、被測定体の体温変化を継続的にモニタリングできる。
【００１７】
　前記回路板２０は、図２の本発明の装着式体温モニタリング装置の電気的接続を示すブ
ロック図のとおり実現することができ、以下で詳細に説明する。
【００１８】
　図２の本発明の装着式体温モニタリング装置の電気的接続を示すブロック図を参照する
。本発明のこの一実施例によれば、電池１６が本発明の装置に必要な電力を供給する。ス
イッチ１５がプロセッサユニット１２と電池１６の間の電気回路に設置され、電池１６の
プロセッサユニット１２に対する給電を制御し、かつプロセッサユニット１２を介して無
線伝送モジュール１１と、非接触式温度センサー１３と、インジケータランプ１４に給電
される。スイッチ１５が電池１６を制御してプロセッサユニット１２に給電すると、プロ
セッサユニット１２がインジケータランプ１４の点灯を制御し、本発明の装置の電源が投
入されたことを表示するとともに、非接触式温度センサー１３に給電する。該インジケー
タランプ１４は多種類のランプ色の変化を有し、プロセッサユニット１２がインジケータ
ランプ１４のランプ色の変化を制御して体温モニタリングの結果を反映する。プロセッサ
ユニット１２が給電されると、該プロセッサユニット１２がさらに温度モニタリングモー
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ドに入り、非接触式温度センサー１３からの検出信号の受信を開始し、計算を経て温度検
出値が取得され、かつ該温度検出値に基づきインジケータランプ１４のランプ色が決定さ
れる。そのうち、該検出信号はプロセッサユニット１２による計算で実体温度に変換され
、実体温度は臨床試験データに基づき変換公式が確立され、実体温度を人体温度に変換す
る温度変換が行われる。該プロセッサユニット１２は一定時間差ごとに該温度検出値を計
算し直して取得し、該温度検出値の変化を継続的にインジケータランプ１４のランプ色の
変化で表示し、使用者に被測定体の体温変化を知らせる。該時間差は予め定めた固定時間
とすることができる。
【００１９】
　本発明のさらなる一実施例において、該スイッチ１５は電源ＯＦＦ/電源ＯＮ/無線伝送
の三段式である。該スイッチ１５を電源ＯＮに切り換えると、プロセッサユニット１２が
給電され、温度モニタリングモードを実行し、インジケータランプ１４のランプ色変化を
通じて被測定体の体温変化を表示する。該スイッチ１５が無線伝送に切り換えられると、
プロセッサユニット１２が無線伝送モジュール１１を作動（Ｅｎａｂｌｅ）させ、プロセ
ッサユニット１２が該無線伝送モジュール１１を介してモバイル通信装置（図示しない）
と無線通信を確立し、非接触式温度センサー１３からの検出信号の計算によって取得した
温度検出値を該モバイル通信装置に伝送する。該モバイル通信装置はアプリケーションプ
ログラムを実行して本発明の装置と無線通信を行う。
【００２０】
　本発明のこの一実施例において、プロセッサユニット１２と無線伝送モジュール１１は
集積回路素子としてそれぞれ実現される。無線伝送モジュール１１は好ましくはＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）無線通信モジュールであり、これにより、本発明の装置はＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）無線通信機能を備えたスマートフォンやタブレットと無線通信
を確立し、スマートフォンやタブレットに被測定体の体温変化を表示したり、高温警告メ
ッセージを発したりすることができる。プロセッサユニット１２は好ましくはマイクロプ
ロセッサ（ＭＣＵ）であり、該マイクロプロセッサがメモリを備え、該メモリがプログラ
ム命令セットの保存に用いられる。マイクロプロセッサが該プログラム命令セットを実行
して温度モニタリングモードの機能、インジケータランプ１４のランプ色変化制御、無線
伝送モジュール１１とモバイル通信装置（図示しない）の無線通信確立の制御を実現する
。このほか、該モバイル通信装置が実行するアプリケーションプログラムは本発明の装置
を設定することもでき、例えば、該モバイル通信装置で該プロセッサユニット１２に計算
をやり直させて該温度検出値を取得する時間差を設定し、該モバイル通信装置またはイン
ジケータランプ１４に被測定体の体温変化をどのくらいで反映させるかを変更したり、該
モバイル通信装置で本発明の装置のスイッチ操作をリモート設定したりすることができる
。本発明の異なる実施例において、プロセッサユニット１２と無線伝送モジュール１１は
一緒にパッケージして単一の集積回路素子に統合してもよく、例えば、図２の破線枠で示
すように、無線伝送機能を備えた中央処理装置（ＣＰＵ）としてもよい。
【００２１】
　図３の本発明で使用する集波器の立体図を参照する。該集波器１７はラッパ状の開口を
備えている。本発明の一実施例によれば、非接触式温度センサー１３は好ましくは赤外線
温度センサーであり、該赤外線温度センサーは好ましくは該回路板２０の第１側面２１に
設置され、かつ集波器１７により被覆またはカバーされ、該集波器１７のラッパ状開口の
位置が該センサー面３に設けられた開孔２に合わせられる。該集波器１７のラッパ状開口
は赤外線温度センサーの測定性能を高めるために役立ち、本発明の装置が人体の皮膚から
２ｃｍ以内の位置にあるとき、赤外線温度センサーは正確な温度を測定することができる
。該集波器１７の色は好ましくは黒である。
【００２２】
　図４の本発明のクリップを備えた装着式体温モニタリング装置の断面図を参照する。前
述したように、本発明の装置の使用時は、被測定体の上衣のポケット内に入れるか、ネッ
クレスで胸元に吊り下げ、ケース１のセンサー面３を被測定体に向けて保持する。本発明
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の別の一実施例において、ケース１のセンサー面３にクリップ５を設置してもよく、該ク
リップ５は本発明の装置を被測定体の上衣に留めて、ケース１のセンサー面３を被測定体
に向けて保持するために適している。このほか、本発明のこの一実施例において、ケース
１のセンサー面３に設けられた開孔２は内側に向かって一定深さ延伸され、ラッパ状開口
を形成し、非接触式温度センサー１３に位置合わせされる。これにより、開孔２のラッパ
状開口は赤外線温度センサーの測定性能を高めることができる。
【符号の説明】
【００２３】
１　　　中空ケース
２　　　開孔
３　　　センサー面
４　　　外表面
５　　　クリップ
６　　　ソフトカバー
１１　　無線伝送モジュール
１２　　プロセッサユニット
１３　　非接触式温度センサー
１４　　インジケータランプ
１５　　電源スイッチ
１６　　電池
１７　　集波器
２０　　回路板
２１　　第１側面
２２　　第２側面

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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